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　院内の２階エレベーターの横に図書室
があります。患者様等に下記の時間帯に ○初めて受診される方
開館しています。お気軽にご利用くださ 　総合受付においでください。
い。なお、患者様等からの図書の寄付も 　受付時間　午前８時３０分～午前１１時３０分まで
受付しています。詳しくは図書室の係員 ○再来（予約の方も含みます）受診される方
に問いあわせくだい。 　再来受付機をご利用ください。

　再来受付機稼動時間
＊図書室開放時間 　午前　６時３０分～１１時３０分
　月～金曜日 　午後　１時３０分～４時
　午前　９時～１２時 （再来受付機稼動時間外の午前１１時３０分～午後１時３０
　午後　１時～４時 　分に予約の方は、各受付の係員に診察券を出し受付願いま

　す。）
○急患の方
　平日午前８時３０分～午後５時１５分までは、総合受付に

　二戸病院では、ボランティアの皆さん 　おいでください。
の協力により、正面ホールで受付等の案 　平日午後５時１５分～翌日午前８時３０分と病院が休みの
内を行っております。自動受付機や自動 　日は、救急受付においでくだい。
入金機の操作方法で、ご不明な点がござ
いましたら、声をおかけください。操作 「○」印は初診、再来（予約含む）の診察です。
方法を説明いたします。 「●」印は予約の再来のみの診察です。
　また、ボランティア活動でご意見ご要 「／」印は休診です。　
望等ございましたら、下記へご連絡くだ
さい。

　県立二戸病院　事務局　医事課
　担当　高橋
　電話0195-23-2191　内線5007

　当院の１階総合受付のとなりに医療相
談室があります。医療費の会計、各種医
療制度の手続き方法などの相談を受けて
います。相談に対しての費用はかかりま
せん。専門のケースワーカーが対応しま
す。医療制度の手続きや医療費等でお悩
みの患者様、またそのご家族の方、お気
軽にご相談ください。
　また、入院中で動けない患者様は、担
当の看護師にお申し出ください。病室ま
でケースワーカーが伺います。

薬

１階総合受付のとなり 局
の部屋です。

　健康増進法で定めている「受動喫煙の
防止」の趣旨に基づき、二戸病院では院
内（建物内）を全面禁煙としています。
これに伴い、１月１５日より正面玄関横
の灰皿も撤去します。敷地内（建物の外
）で煙草をお吸いになる場合には、各自
携帯灰皿等をご用意いただき、他の患者
様の迷惑とならない場所で喫煙されるよ
うご協力願います。
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岩手県二戸市堀野字大川原毛38番地2 図書室からのお知らせ 診　療　案　内
診察受付時間

ボランティア紹介

診療科案内

診　療　科 月 火 水 木 金

神 経 内 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

呼 吸 器 科
午前 ● ● ●
午後

内科・消化器科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

循 環 器 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

小 児 科
午前 ○
午後 ●

○ ○ ○ ○
● ● ● ●

外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

整 形 外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

脳 神 経 外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

皮 膚 科
午前 ○ ○
午後

ひ 尿 器 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

産 婦 人 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

眼 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

耳 鼻 咽 喉 科
午前 ○ ○ ○
午後

放 射 線 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

血 液 内 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ● ● ● ● ●

●

精 神 科
午前
午後 ●

午後
午前

午後

「
二
戸
病
院
は
今
」

呼 吸 器 外 科
午前

心 臓 血 管 外 科

　病院内の禁煙に

　　　ご協力ください

医療相談室のご案内

医療

●

総合受付
相談室

麻 酔 科
午前
午後

　　　　　　　　　岩手県立二戸病院「基本理念」
　　　１　信頼と満足が得られる患者中心の医療の提供
　　　２　診療機能の充実を図り、地域医療・福祉・保健機関との連携
　　　３　療養環境の充実した快適な病院づくり

ざ し き わ ら し

　　　　　　　　　岩手県立二戸病院「基本理念」
　　　１　信頼と満足が得られる患者中心の医療の提供
　　　２　診療機能の充実を図り、地域医療・福祉・保健機関との連携
　　　３　療養環境の充実した快適な病院づくり

ざ し き わ ら し



　二戸病院の平成１７年１１月の患者数は上記のとおりです。

　診療科の常勤の医師１人当たりが１日で診察する患者様の人数は、外来で平均２７人、入院で平均８人となってい

ます。診療科の医師は主に午前中は外来診療、午後は入院患者様の回診や検査、手術などを行っています。外来診療

に関しましては、患者様お１人の診察時間を約１５分としても、１日約６時間４５分の診察時間が必要となります。

これでは、外来の診察の待ち時間が、とても長くなってしまいます。当院では、常勤の医師の他に応援の医師による

診療、時間予約の推進により、患者様の待ち時間解消に努めていますが、救急車搬送等による急患対応などで、外来

診療が予約時間どおりとならなっかたり、待ち時間が長引く場合がございます。予めご了承のうえ、患者様のご理解

とご協力をよろしくお願いいたします。
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、
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。

こ
れ

　
一
番
基
本
に
な
る
の
は
神
経
学
的

は
同
じ
で
す
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法
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飛
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た
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に
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、
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療
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膜
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。
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徐
々
に
血
管
が
ふ
さ
が
っ

て
い
く
も

呼
ば
れ
、

動
脈
硬
化
が
も
と
に
な
り

　
血
管
が
詰
ま
る
も
の
は
脳
梗
塞
と

す
。
破
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、

発
症
し
ま

期
に
み
ら
れ
る
た
め
、

若
い
年
代
や

徐
々
に
出
来
て
く
る
か
し
て
早
い
時

い
る
か
出
来
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
り

多
く
、

瘤
は
生
ま
れ
な
が
ら
持
っ

て

で
す
。

破
裂
を
確
実
に
予
防
す
る
に

に
そ
れ
を
早
く
見
つ
け
る
か
が
重
要

多
く
、

予
防
す
る
た
め
に
は
、

い
か

働
き
盛
り
の
年
代
に
発
症
す
る
事
が

し
く
守
る
こ
と
が
、

か
ぜ
の
予
防
に

水
分
が
多
く
、

温
か
い
食
品
を
と
る

か
の
外
科
的
治
療
が
、

必
要
に
な
り

知
能
検
査
、

血
液
検
査
、

心
電
図
、

前
に
書
い
た
神
経
学
を
は
じ
め
簡
易

で
「

脳
ド
ッ

ク
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
平
成
１
７
年
７
月
か
ら
二
戸
病
院

★
「

脳
ド
ッ

ク
」
の
お
知
ら
せ

ま
す
。

は
内
科
的
な
方
法
は
な
く
、

な
ん
ら

　
　
「

お
や
す
み
」

　
番
茶
・
温
か
い
レ
モ
ン
テ
ィ
ー

・

●
　
温
か
く
水
分
の
多
い
食
品
を

こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

②
　
温
か
く
し
て
早
め
に

意
。
性
は
、

か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
の
で
注

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、

貧
血
の
女

　
　
早
め
に

す
す
め
。

発
汗
を
促
し
、

失
わ
れ
た

か
ゆ
な
ど
が
、

か
ぜ
を
ひ
い
た
時
お

葛
湯
・
粥
・
ス
ー

プ
・
牛
乳
・
パ
ン

　
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
、

消
化
が
よ
く

的
を
得
た
方
法
。

ん
で
休
む
等
の
習
慣
は
、

な
か
な
か

　
か
ぜ
の
ひ
き
始
め
に
、

卵
酒
を
飲

　
　
水
分
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー

を

③
　
消
化
が
よ
く
、

部
単
純
撮
影
（

頭
の
骨
の
写
真
）
、

ま
す
。

次
に
行
う
も
の
と
し
て
、

頭

し
、

次
に
行
う
べ
き
検
査
が
決
ま
り

か
し
い
か
、

何
と
も
な
い
か
を
判
断

の
血
管
の
撮
影
）

等
々
で
す
。

使
っ

た
画
像
）
、

脳
血
管
撮
影
（

脳

タ
断
層
撮
影
）
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（

磁
石
を

Ｃ
Ｔ
（

Ｘ
線
を
使
っ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー

　
　
　
よ
く
行
う
検
査
は
？

★
脳
神
経
外
科
で

治
療
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

痙
攣
、

三
叉
神
経
痛
な
ど
）

の
外
科

膿
瘍
な
ど
）
、

機
能
的
外
科
（

顔
面

等
）

感
染
症
（

脳
に
膿
が
た
ま
る
脳

以
上
（

先
天
性
水
頭
症
、

脊
椎
破
裂

脳
を
中
心
と
し
た
出
来
物
）
、

先
天

部
外
傷
（

頭
の
け
が
）
、

脳
腫
瘍
（

脳
梗
塞
、

く
も
膜
下
出
血
等
）
、

頭

す
。

具
体
的
に
、

脳
卒
中
（

脳
出
血

中
心
に
治
療
す
る
の
は
神
経
内
科
で

心
に
行
う
科
で
、

内
科
的
な
疾
患
を

（

手
術
を
中
心
と
し
た
治
療
）

を
中

わ
ゆ
る
中
枢
神
経
系
の
外
科
的
治
療

　
脳
神
経
外
科
と
は
脳
や
脊
髄
、

い

　
　
　
な
に
を
み
る
の
？

★
脳
神
経
外
科
と
は

二
戸
病
院
　
副
院
長
　
鈴
木
　
彰

が
危
険
因
子
で
す
。

そ
れ
と
は
別
に

糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、

不
整
脈
等
々

こ
と
が
大
切
で
す
。

血
圧
以
外
に
も

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
予
防
し
て
い
く

っ

て
も
危
険
因
子
で
あ
り
、

血
圧
を

な
因
子
で
、

高
血
圧
は
ど
ち
ら
に
と

塞
、

脳
出
血
共
に
生
活
習
慣
が
大
き

症
を
残
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

脳
梗

が
壊
さ
れ
、

命
が
助
か
っ

て
も
後
遺

っ

て
い
く
も
の
で
、

そ
の
た
め
に
脳

血
管
が
破
れ
脳
の
中
に
血
の
塊
を
作

化
を
も
と
に
し
て
、

脳
の
中
の
細
い

す
。

脳
出
血
は
、

高
血
圧
や
動
脈
硬

出
血
す
る
く
も
膜
下
出
血
が
あ
り
ま

に
出
血
す
る
脳
出
血
と
脳
の
表
面
に

　
血
管
が
破
れ
る
も
の
は
、

脳
の
中

う
が
良
い
で
す
。

　
脳
卒
中
は
別
名
、

脳
血
管
障
害
と

★
脳
卒
中
の
話
し

の
生
活
リ
ズ
ム
を
な
る
べ
く
規
則
正

食
事
・
睡
眠
・
仕
事
と
い
っ

た
毎
日

「

ハ
、

ハ
、

ハ
ー

ク
シ
ョ

ン
！
」

っ

て
、

気
が
付
い
た
時
に
は
・
・
・

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な

　
寝
不
足
・
過
労
・
栄
養
不
足
・
生

①
　
規
則
正
し
い
食
事
と
休
息
を

―

か
ぜ
の
予
防
と
治
療
に
―

　
　
栄
養
と
水
分
に
ご
注
意

温
か
く
し
て
、
休
養
を
と
り

か
ぜ
症
候
群
の
食
事
療
法

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

し
ま
す
。

詳
し
く
は
総
合
受
付
で
お

管
の
状
態
、

機
能
の
状
態
等
を
評
価

Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
を
行
い
、

現
在
の
脳
の
血

に
し
ま
す
。

時
に
と
る
よ
う

の
を
食
べ
た
い

は
無
理
に
と
る
よ
り
、

食
べ
た
い
も

こ
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

食
事

　
か
ぜ
の
時
は
、

下
痢
や
嘔
吐
を
起

●
食
べ
た
い
時
に
食
べ
た
い
も
の
を

ミ
ン
を
補
給
し
ま
す
。

で
失
わ
れ
た
ビ
タ

も
効
果
的
。

発
汗

た
い
果
汁
な
ど
を
少
し
ず
つ
と
る
の

　
熱
が
高
く
て
ほ
て
る
時
に
は
、

冷

●
　
ビ
タ
ミ
ン
を
補
給

あ
り
ま
す
。

痰
を
切
る
効
果
が

水
分
を
補
給
し
、

い
た
し
ま
す
。

よ
う
に
ご
協
力
お
願
い

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
る

些
細
な
事
と
思
わ
ず
に

な
ど
、

な
ど

こ
れ
か
ら
禁
煙
す
る
予
定
が
あ
る
、

ど
れ
く
ら
い
の
量
を
吸
っ

て
い
る
か

　
病
院
で
診
察
の
際
は
、

た
ば
こ
を

の
差
も
あ
り
ま
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

も
ち
ろ
ん
程
度

　
薬
の
全
て
に
影
響
が
あ
る
わ
け
で
」

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

る
方
は
、

禁
煙
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と

の
で
、

心
臓
の
お
薬
を
の
ま
れ
て
い

の
原
因
に
も
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

は
血
圧
を
上
昇
さ
せ
た
り
、

不
整
脈

も
と
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

　
不
整
脈
の
薬
も
同
様
で
す
。

も
と

診療科 入院患者数 外来患者数
１日平均 １日平均 常勤 医師１人

入院患者 外来患者 医師数 入院患者

血 液 内 科 306 241 10 12 1 10 12

精 神 科 164 0 33 1 0 33

小 児 科 323 1,944 11 97 2 6 49

呼 吸 器 科 499 0 38 1 0 38

消 化 器 科 1,443 2,545 48 127 4 12 32

循 環 器 科 1,018 1,826 34 91 3 11 30

外 科 1,004 1,175 33 59 4 8 15

神 経 内 科 853 1,157 28 58 3 9 19

整 形 外 科 555 1,600 19

脳神経外科 790 774 26

皮 膚 科 478 0

ひ 尿 器 科 238 501 8

産 婦 人 科 550 1,048 18

眼 科 197 1,933 7

耳鼻咽喉科 478 0 40 1 0 40

放 射 線 科 16 118 1 6 1 1 6

合　　計 7,293 16,481 243 824 30 8 27

脳
神
経
外
科
の
話
し

救急患者数
　９１４人
１日平均
　　30.人

救急車搬入
　110人
１日平均
　　4人

手術件数
　183人
１日平均
　　6人

 

第1回

『たばことくすりの関係』

○ 二 戸 病 院 １ １ 月 の 患 者 数 ○
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